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− NAGANO 品質の製造工場−   モ ガ ミ 電 線 ㈱  工場見学レポート

　モガミ電線株式会社（所在地：長野県塩
尻市、代表取締役 : 中西 一

はじめ

 ）は、電子機器
用ワイヤ・ケーブルの製造・ 販売を行って
いる会社である。
  その塩尻市は、地理的には日本の中央構
造線とフォッサマグナの糸魚川静岡構造線
が交差し、背後に北アルプス・中央アルプ
ス・南アルプスといった山岳地帯を擁して
いる長野県のほぼ中央に位置しており、東
京・名古屋と北陸地方などを結ぶ道路網・
鉄道網共に交通の要所である。
　また南に隣接している岡谷市から諏訪湖
周辺を含めたこの一帯は、かねてより「東
洋のスイス」と呼ばれており、精密機械工業
の分野で世界に名だたるメーカーが多数存
在している地域である。
　そのようなエリアに工場を置くモガミ電
線は、主力製品のプロ・オーディオ用ワイ
ヤ・ケーブル、電子機器内配線用フレクシ
ブル・ワイヤ、オーダーメイド・ケーブル、
モールド・コネクタ、オーディオ・ケーブル
など、同社ならではの精密加工技術を応用
した多数の製品を産出しており、日本国内
のみならず海外各国においてもマーケット
を有する電線ケーブルの製造元である。
　今号では、製造工程などの説明を同社の
中西社長より伺い、塩尻工場を見学させて
いただいた。

〜製品ラインナップとマーケティング〜
　放送局、レコーディングスタジオ、 公共
ホール等の業務用オーディオ・ビデオ及び
コンピュータのインターフェース・ケーブ
ル等を開発し、 販売を行う同社では、 定評
のある柔軟かつ機械的強度に優れたケーブ
ルや、基礎・基本的な工学技術に於いて他
社を凌駕する技術情報の蓄積を活かした付
加価値の高い製品作りを行なっている。
　高度な技術を活かし、イーサネットケー
ブル、BNC コネクタ付き同軸ケーブル、
110ΩAES/EBU デジタルオーディオ・
マルチケーブル、吊りマイクケーブル、
0.226mm2 ステレオマイクケーブル、高
解像度チューブ・マイクロフォン・ケーブ
ルなどを主力製品としている。　　
　また“MOGAMI”は同軸ケーブル全般を
製造しているモガミ電線のブランドである
が、そのケーブルは、基本的に顧客のニーズ
に合わせて設計された特定顧客向けの製品
である。
　特定顧客向け製品としては、 特別な柔軟
性や、複雑な構造を持つケーブルをメイン
としている。
  また汎用品では、マイクケーブルの定
番品ともいえる“NEGLEX”シリーズの

「2534」はマイク以外にもオーディオ用と
して使用されるほどの人気がある。

  そのようなこともあり、昨年の InterBEE
の同社ブースでは、ケーブルの違いによる
ギターの音色の違いを来場者に実感しても
らうテストが行われ、注目を浴びていた。
　そのほかにも同展において、３極⇔５極
変換アダプター、120Ω ターミネーター、
RoHS 対応の「DMX シリーズ」アクセサ
リーや、アメリカBTX 社のネジ止め方式の
コネクタ「ターミナルブロックコネクタ」
なども紹介していた。
　また国内のみならず、例年、アメリカ・ラ
スベガスで行われている NAB ショーで
は、ギターアンプの Marshall 社ブースに
て出品。 また、オランダ・アムステルダムの 
IBC では HHB プロオーディオのブースに
おいて同社製品を出品するなど、海外での
営業展開も積極的に行っている。

〜環境対策に配慮しつつ
ユニークなものづくりを行う〜

　電線は導体に絶縁体を被覆することに
よって作られ、またケーブルは、複数本の電
線が電力伝送や信号伝送の目的に応じて
撚り合わされたものをいい、用途に応じて
シールドやシース（保護被覆) が施される。
そのため、電線の製造は導体への絶縁被覆
作業、対撚・集合撚り作業、シース被覆作業
の工程で、製造後に製品検査を得て出荷さ
れる。

− N A G A N O 品 質 の も の づ く り − 

モガミ電線㈱工場見学レポート

正面入口から観た社屋 隣接敷地内にあるマレットゴルフ場 （同社 HP より）
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　ご承知の様に、電線ケーブルは電気を伝
送するための線状の部材であるという製品
の性格上、特徴のある製品づくりというの
は打ち出しにくい業界である。 にもかかわ
らず、同社は、電子機器用ワイヤ・ケーブル
の専門メーカーとして、ユニークでクリエ
イティブな製品を生み出してきた。
　例えば NEGLEX オーディオケーブル 
のように、業界関係者以外にも良く知られ
た製品があるが、基本的には生産材メ ー
カーであり、柔軟な電線という、機械的に
も、電気的にも難しい分野の製品で、 「グ
ローバルな小企業」として世界に知られて
いる。
　また、モガミ電線グループは、いくつかの
関連会社から構成されており、塩尻工場と、
そこから分社した ㈲五味製作所の二つが
基本的なケーブル製造工程を受け持ち、エ
ム・ アイ・テイー ㈱＊が主として海外と国内

の営業を担当（＝Mogami International 
Trading は 、2020 年６月末日まで東京・
世田谷にて営業担当業務を担う） 、昨今、塩
尻工場も国内営業の一部を行っており、ま
た最近まで、㈲クリエイタスはモールド・
コネクタの設計製作販売を行っていた。
　そのような中、とりわけ環境問題への取
り組みの厳しさでは日本国内屈指である
長野県のほぼ中央の塩尻市にあって、同社
出身の五味製作所と共同で電線の製造を
行っている。
　それ故同社では、特に CO2 問題を始めと
する環境対策に大きな努力を払っており、
例えば、エネルギー削減では、照明器具１灯
単位のコンピュータ制御や、 コンピュータ
制御の床暖房、 空調、換気制御といった、他
社では見られない独自のシステムを実現
し、稼働させている。

〜自社開発システムにて業務管理を行う〜
　このような建物付属設備の制御システム
からさらに、CAD、事務、管理システム、 製
造設備の自動化や高品質を目的としたコン
ピュータシステムまで、 すべてのシステム
を自社開発かつ、Unix上に実現されている。 
  昔は、OSとして、SystemIII から、System

V、Solaris を使ってきたが、 現在は Free 
BSD を使っている。 ハードウェア的には、 
ミニコンのシリアルインタフェースによる
システムから、 「機械装置からセンサまで、
すべてを LAN 収容」する方向に変わって
きた。 インターネットへの参加も、まだ、日
本に「インターネット・プロバイダ」が存
在しない時代から行っていたという。
　『社風は、堅実、リベラル、進歩的、挑戦的
で、 業務への UNIX 採用は世界でも最初
のグループのひとつでしたし、 週休２日制

数十本の銅線を周囲に捲く同軸ケーブルの撚機

工場内を説明して頂いた中西社長
製品の仕様別に異なった撚り機が配置されている工場内の様子

極細の銅線を束ねる（点線内右方向に収束）

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

４ボビン撚機
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に取り組んだのも長野県で初めてでした。』
と述べている。少し前の『日本の会社76，
000』（週間東洋経済）によれば、モガミ電
線は、9,784 番目にランクされている。 一
方、東京商工リサーチによれば、日本の法人
数は、203 万 6 千社ということなので、偏
差値 99.5、すなわち1,000 社中では上か
ら 5番目程度の会社ということになる。

　（モガミ電線 HP より）

　〜品質管理について〜

　同社の生産体制は多品種・小ロットが主
流であり、音響機器メーカーなどからの受
注よりも、どちらかというと音響設備機器
関連会社や電線ケーブルを専門に扱う商社
などからの受注生産が多い。
　そのため同社では、製品の差別化が難し

い業界にあって、いずれの製品においても
大量生産 & ローコスト化の方針を選ばず
に、製造工程の最初から出荷直前の段階ま
で、厳格な品質管理を行った製品を世に送
り出す方針を貫いている。
　その経営方針が、世界を代表するケーブ
ルメーカーとして“MOGAMI”の地位を確
立していると言っても過言ではない。
　同工場内では、製品ごとの途中経過を表
した作業仕様書（右＝サンプル）に基づい
て製品化されていくが、最終工程として、同
芯度・肉厚・外径・真円度などを測定する
検査システムでは、ミクロン単位の精度に
て歪みを見逃さない体制を整える。
　また製品検査室においては、電子顕微鏡、
X 線検査機などのほか、固体・液体・気体の
スペクトル透過率、反射率、吸収率等を測定

し、その結果から化学組成の同定を行う赤
外分光光度計「IRPrestige」という機材を
設置し、出荷前の製品検査にも万全を期し
ている。

撚り作業が終了し、巻き取りが行われる 同芯度・肉厚・外径・真円度の測定検査システム

製品型番などの印刷工程

スパーク・テスター機

被覆処理後は水槽へ

⇒
⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

被覆工程をリアルタイムで管理
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◀製品検査室には蛍光X線分析機能付き電子顕微鏡（中央）、光学式顕微鏡（左横）、蛍光X線
　分析装置（右奥）などを配備

PHONE : (0263) 52 0131  E-MAIL : sales@mogami-wire.co. jp  URL : http ://www.mogami-wire.co.jpモガミ電線株式会社

〜工場見学を終えて〜

　イーサネットケーブル、BNC コネクタ付
き同軸ケーブル、110ΩAES/EBU デジタ
ルオーディオ・マルチケーブル、吊りマイク
ケーブル、0.226mm2 ステレオマイクケー
ブル、高解像度チューブ・マイクロフォン・
ケーブルなどが現在の同社の主力製品であ
る事は先にも述べた。
　しかし、プロオーディオ製品が主軸となっ
た昨今においては、“伝説の領域”となった
Hi-Fi 製品においても、同社のNEGLEX 製品
が未だロングセラーとして存在しているこ
とから鑑みて、同社製品が実に長い年月に亘
り市場に支持されているかが伺える。
　そして工場見学を終えたのち、中西社長に

X線検査機装置内部赤外分光光度計IRPrestage-21

モガミ電線 2020 製品カタログPDF▶
http://www.mogami.com/mit/jp-catalog.pdf

　モガミ電線のケーブル製品は、第二次世界大戦後、急速に発展して来たエレクトロ
ニクスと石油化学の技術に支えられて興隆した時期に、アメリカのマーケットと技
術に過度に依存しつつ発展して来た日本に於いて、この国の典型的な教育環境の中
で育ち、R.P. ファインマン等の数々のハートある科学者に影響され理解を深める事が
出来た前社長平林浩一が、50 年にわたり経済闘争にもまれつつ一歩一歩進めて来た
新発見や妥協、先人の偉業の再発見の結果生まれた製品を中心とするものです。
　2000 年以降の日本の工業製品にはもはや世界市場において価格競争力のあるもの
は希になってしまいましたので、標準規格品にないこれらの製品群は、正に日本工業
の現状の側面を具現しているのかも知れません。
　このカタログ中の製品はその殆どが、レコーディング・スタジオや放送局・ホール
等業務用市場を対象にしたものが中心になっており、それらの設計思想は、オーディ
オ用の場合には音質の良さに、その他の場合には経済性に重点がおかれています。 一
部の製品には世界中でモガミ電線にしか作れないものもあり、全体を見回しての設
計思想の共通性は、使い勝手と配線の作業性（効率性）が考慮されたうえの柔軟性に
あります。

伺った際に『世の中、様々な分野でアナロ
グからデジタルへと進んで来ました。そし
て海外・近隣諸国にて生産されている製
品もこの10 年ほどの間に、かつてのような 

“安かろう、悪かろう”というような製品は
減少して来ました。 しかし当社の基本方針
は、あえて低コスト化のための量産は行わ

ず、長年の実績で蓄えた技術を基に少数精
鋭の高品質路線を貫き、Made in Japan
の MOGAMI に相応しい製品づくりを追
求します。』と述べていることから鑑みて、
同社は世の潮流とは異なる次元で“本物
のモノづくり”を行っていく方針であるこ
とを確信した次第である。

資材や製品の搬入出倉庫

〜製品カタログ巻頭に記載されている内容〜


